１５、他の演奏会へのビラの折込

“ビラ配り・ビラはさみ”とは、演奏会のビラを他の演奏会等のパンフレットにはさみこんだり、直接お客さんに手渡したりするものです。“ビラ配り”は、「直接お客さんにアピールできる」というメリットがありますが、「時間がかかる」、「全てのお客さんに行き渡りにくい」というデメリットもあります。他の演奏会に来てくれるお客様の少数は、基本的にはどの演奏会にも足を運んでいただける人がいるので、小さいながらもやればやるほど確実に効果のある活動です。駅や学校の門などの人通りが多い場所でのビラ配りなども効果的でしょう。
演奏会での“ビラ配り・ビラはさみ”は、吹奏楽・オーケストラに限らず、合唱・室内楽・ピアノなど幅広いジャンルで、とにかく多く行いました。 “ビラ配り・ビラはさみ”は“質より量”です。できる限り多く行いましょう。
　“ビラ配り・ビラはさみ”の具体的方法

ここでは、演奏会会場での“ビラ配り・ビラはさみ”について説明します。

（１）使用するビラ

通常、ビラはさみで使用するビラは、印刷会社で印刷したもの［通称本ビラ］と、輪転機で印刷したもの［通称仮ビラ］の２種類あります。普通は大きな演奏会などで本ビラを使い、その他は仮ビラを配るというようにしているところが多いようですが、熊本大学体育会吹奏楽部では、予算の都合上いわゆる仮ビラだけを使っています。
まず、デザインを募集します。必要事項はポスターと同じと考えてよいでしょう。(広告除く)日時・場所・入場料は必須、更にプログラムを軽く載せるという感じで良い。デザインが出来たら、生協のコピー用紙を失敬して熊粋祭でコピーしましょう。お金がかからないことや、必要なときにビラがないという事態を避けるためにも、一気に2500枚ぐらい刷った方がいいでしょう。
（２）情報収集

さて、“ビラ配り・ビラはさみ”を行うためには演奏会等の情報収集をしなければなりません。その、情報収集の方法について書いてみましょう。大体次の３つに分けられます。
1. 地方情報誌（タンクマなど）・音楽雑誌・新聞等
地方情報誌には私たちの情報も載せてもらうので、買っておいて損はないでしょう。新聞は週に一度程度、地方の情報を掲載するコーナー(地域版)があるので、そこに目を通します。また、地方欄に載っていることもあります。新聞を取っていない場合は図書館を利用します。 

2. 「ほわいえ」・「ドコサ？」・「市民会館案内」・｢益城文化会館催しもの案内｣
「ほわいえ」とは県劇で開催されるも催しものを紹介している冊子。県劇にビラはさみに行ったときなどに次の月の分を取ってくるなどすると良い。｢ドコサ？｣は熊本県下の様々なホールの催し物が紹介されている冊子。これは本当にいろいろな場所にあるので、手に入れるのは簡単です。生協ショップにも置いてあります。「市民会館案内」「益城文化会館催し物案内」はそれぞれの会館に行けばあります。これらは毎月手に入れるようにします。 

3. 他の演奏会のビラ
他の演奏会でも、たいていの場合ビラを製作しています。そのビラを利用して情報を集めても良いでしょう。

（３）実際のビラ配り・ビラはさみ

まず、主催者（出演者ではない）に電話をかけ、アポをとります。その時に、集合時間、パンフレットの部数について教えてもらいます。あまりに早く電話しても決まっていない場合が多いので、開催１週間ぐらい前が適当です。もし、アポ取りの時点でビラはさみがダメだと言われたら、ビラ配りのお願いをします。ビラはさみに行く人数としては、１～２人が妥当でしょう。ビラ配りの場合は、多ければ多いほど効率的です。極めている人はとてつもなく作業が速いです。
アポは前日までに取っておきます。当日は失礼です。ビラはさみの当日は絶対に遅刻してはいけません。全ての情宣活動を行うにあたり、「10分前の5分前集合」は鉄則です。同じ主催者の演奏会に何度もビラをはさませてもらうことがありますので、信用が第一です。万が一遅刻してしまった場合は、まだ挟んでいないものから先にはさみ、すでに終わっているものは後から自分達だけではさむようにします。最後にお礼を言って帰るのを忘れないようにしましょう。情宣活動に於いて、挨拶とお礼は基本中の基本です。
